




共に金を支援したが、 福沢の 「我が国は隣国の開明を待って亜細亜を興す猶予なし。 西洋の文明国と進退をともに」すべしとする「脱亜論」に対し、頭山らは、アジア諸国を同胞と見、あくまでもアジアの西洋植民地状態の解消と独立を支援 を採った。英国を先頭とする西洋列強が、東洋諸国にとって不平等な条約を押し付け、民衆に十分な教育を与えず、か くなな清国 鎖国的政策につけこんで アヘン持ち込みによる民族弱体化政策を謀り、国内の勢力を分断させて国力を弱体化させる分割統治といった、巧み 植民政策が東洋諸国で行われていたが、道義を第一義とする頭山にとって、西洋列強のこうした覇権主義はとうてい我慢のならない のであった。大正一三（一九二四）年の米国による「排日法案」なども許しが いものであった。
　『頭山満翁正伝』は、頭山を代弁してこう記している。　「彼らの文化は科学の文化であり、功利主義の文化である。この文化を人類社会の間に用ゐたものが即ち物質文明である。物質文明は飛行機爆弾であり、小銃大砲であつて、一種の武力文化である。欧洲人はこの武力文化を以て人を圧迫する。これ 中国の古語では覇道を行ふといふのである。わが東洋においては従来覇道文化を軽蔑し、 こ 覇道文化に
勝まさ
つた文化を有してゐるのである。










































早稲田大学）英学部、熊本英語学校などで学び、兄の影響で中国革命を支援し、革命的アジア主義者になろうという志を立てていた。この会見で宮崎は孫文の思想、見識、情念に強く魅了され、以後同志となり、孫文の日本拠点作りに狂奔する。この年、犬養は、清国との関係悪化を気遣う外務省 説き伏せて 孫文の東京滞在の許可をもらい、彼を玄洋社の平岡浩太郎 頭山満らに紹介し、その協力 求めた。その結果孫文は、日本における有力な援助者を得ることにな
る（４）
。かつて犬養は民党の立場、
頭山は政府寄りの立場と 立場を異にしたが、以後 両者はその立場を離れて、アジア諸国の独立のために共働することに る。宮崎は孫文を伴って頭山を訪れ、両者は相知りあい、終生固い信頼を保ち続けた。頭山は孫文と会うなり、その人物の尋常ならざるを見抜いた。彼は孫文について、 「日本に来た時の孫先生は三十台、蒋介石は四十ちょっと。孫さん 一見してその人 知る。志は、天下にあり。一身 一家を念とせず。楽しみは読書金銭 念とせ
ず（５）
」と評している。また、頭山を通して、
































訪問したときに、後世に残る神戸での演説「 アジア主義」中で、日露戦争が始まった時、自分はヨーロッパおり、 （日本軍勝利を）全ヨーロッパは悲しみ、英国人は眉をひそめたが、 スエズ運河で働くアラビア人たちは、歓喜したことを述べ 「ヨーロッパの文明は進歩し、科学も工業も進歩し、武器も強大で どうしても ジアはヨーロッパに抵抗できず、永久にヨーロッパの奴隷にならなければならないと考えていました。ところが、日本人がロシア人に勝ったの す。ヨーロッパ 対してアジア民族が勝利したのは最近数百年の間にこれがはじめてでした。 この戦争の影響がすぐ全アジア 伝わりますと、アジア全 は、大きな驚きと喜びを感じ とても きな希望を抱いたのです」 （一部簡略化した＝著者）と振り返っている。　
日露戦争は明治三七年二月に始まり、これに呼応して
「満洲義軍」が形成され、翌年八月のポーツマス条約調



























































世凱は独裁支配を強化した。孫文は 大正二年春、前中華民国臨時大統領として来日し、 日本各地で大歓迎され、二月から三月にかけ約四〇日間滞在した。こ 間、福岡市の玄洋社や、熊本県荒尾市の宮崎滔天生家を訪れて歓迎を受けた。頭山は東京での歓迎会で孫文と再会した。
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一九四一）が日本に行くというインド紙の予告記事を読んだボースは、この機会を利用して、自分がタゴールの親戚で、日本に学びに行くこと して、Ｐ・Ｎ・タゴールという偽名を使って切符を購入し、大正四年五月、日本郵船の讃岐丸に乗船しカルカッタ 出港 た。これは功を奏し、カルカッタやシンガポールでの官憲の調査をすり抜け、香港でも危ういところをなんとか通過 、神戸の税関もパスし、新橋に到着した。ボースは、昭和一四年初版の、藤本尚則『頭山精神』 （大 頭山精神会発行）収蔵の、 彼の回顧録「頭山先生に助けられた話」で、 頭山とボース 出会いを以下のように述べている （一部現代かなづかいに改めた＝著者） 。　「丁度その頃に支那の孫文が日本へ亡命して来て頭山先生、寺尾先生 どの世話になっておりました。その孫文のところへ米国に居る支那人の友人から私が日本来るという手紙が来て居った。 （中略）孫文は前から私を捜して居りました。所が私は知らない です。 （中略）それならどんな人か逢ってみよう、印度の問題には多少共鳴するかもしれぬと考えて、 孫逸仙 所 行きました。逢って見ると非常に喜んで あなた 何処に来て居るかと、 東京中をサン〴〵探して居った。 と話してくれた。 『どうせこの儘では隠れて居ら ない。其中暴露てしまうか
頭山満（二）
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で、この件で各新聞が政府を攻撃し、閣僚の中には内閣がつぶれても退去させるべきではない 強く主張する者があり、大隈首相は病気になって寝込んでしまった。期限が切れる前日の一二月一日に頭山からボースに来るように連絡があり、 （赤坂霊南坂の）頭山邸に行 、刑事が四名ほど付いてきて、頭山家に入ると、外で待っていた。頭山宅にはすでに二〇人ほどが詰めておりスと、同志のインド人青年ハランバ・Ｌ・グプタが入室するとすぐ、いきなり二重マントを着せられ、 （玄洋社員の）宮川一貫に連れられ、台所を通り、狭い路地を抜けると大きな（やはり玄洋社員の）杉山茂丸の自動車乗せられた（頭山家と寺尾家は隣接し、 ながっていた＝著者） 。中には、支那浪人の佃信夫と（新宿パン店）中村屋主人の二人がいた。その後、明るい夜店に案内されすこし休んだ後、今度は番頭に ボース 着用したマントを着せて乗ら 、再び自動車で東京中をぐ ぐる廻って、半蔵門かどこかで車を降りた。運転手 人物を












時ころに女中が門を閉 ようとすると、刑事が女中にインド人の客について尋ね が、 もう帰ったとの答である。刑事は頭山に、先生、逃がすとなる 私どもの首が飛びます、と言うと、 「君たちの首はどうなってもよいじゃないか。そのため インド四億人の民 すくわれるではないか」との返事であった。　
三か月後、時の外務大臣・石井菊次郎及び小池政務局


















































き、恩人たちを毎年一度は招待して、新宿・中村屋で謝恩の会を開き、日本語で心のこもった挨拶をした。 『頭山満翁写真伝』には、昭和七年における謝恩の会の写真と感謝の言葉を話すボースの言葉が残っている。彼は以下のように語った（一部現代かなづかいに改めた＝著者） 。　「私は一九一五年政治上の理由の下に変名して日本に亡命避難した （中略） 「頭山翁に会うた時、丁度印度の昔の仏教聖人に会うたような感じがし 。白い髭を生やしてじっとして沈黙を守ってすわ て居られる頭山翁の姿は、印度の古代の聖者を思い出させたのだ。其後日本政府から退去 命令を受け、危い所を頭山翁に匿くまわれ、後に自由にな て今日に至って居る。私が を一番尊敬する点は、頭山翁の 類に対する愛情と云う事である。日本人であっても外国人であ も、何所の国の人でも悩み苦しんで居る人 為に頭山翁は何時でも心配されて居るのだ。 （中略）一 私は或る米国人 友人を連れて行って翁に紹介したことがあった。其時、 『先生此の人は人間が非常に好くて人にだまされてばかりいます』 （と言うと） はそれを聞いて静かに次 如く云った。 『そうですか、それはだますよりだまされた方が好いです』 。私が其の事を英語で米国人の友 通訳する
国士舘史研究年報 2012　楓
190










































































































省で塩商人の息子として誕生。九歳 父が死去し、一九歳で革命家孫文の名を知る。二〇歳で渡日、半年ほど東京の清華学校で学び、日露戦争勝利後の日本 情勢を知る。明治四〇年、日本陸軍士官学校留学 こ ころ「中国革命同盟会」に加入し、孫文 った。明治四四年の辛亥革命に参加し、先鋭隊の指揮官の一人として杭州を占領した。大正一三年 は大本営参謀長 なり、のち黄埔軍官学校の校長となる。孫文は国共合作方針 打ち出した後、大正一四年 他界。大正一五年七月、蒋介石は国民革命 総司令として、全国統一を目指し、広東（現広州）から革命軍を率いて中国北部の軍閥を倒すべく北伐を開始した。翌年四月、 「反共政変」を起し、四年間の国共合作を終わらせた。　
国共合作を終わらせ、反共路線に転じた蒋介石だが、

































の直接戦争を回避 蒋介石は 昭和一二年の盧溝橋事件以来、米英の後ろ盾の下にやむをえず抗日に転じ、日中戦争に突入することになった。日中が相い戦うのは米英を利するばかりで るとして、頭山 病中自ら










































































































ことで、リーダーシップを主体とする政治家タイプ あることは間違いない所であるが、一生、無位・無官を貫いたのであって、代議士にな て政権 座 ついたり政治の表舞台で活動する政 家タイ ではない。官ということは、 一方で 「浪人」 に分類されるであろうが、
単なる「浪人」とは全く異なる存在であった。無位・無官の人物は、あらゆる地位・肩書がないことであり、純粋に人格そのものがむき出しになって踊り出てくる状態にある。つまり、人がその人物と関係を結ぶのは、地位や金銭や権威が目的ではなく、その人物の人格そのものの魅力 魅かれるからである。頭山 、いわゆ 右翼と呼ばれるナショナリストのみならず自由民権派や左派の人々と人脈があり、政治家、経営者、軍人、文 、庶民などあらゆる階層の日本人に慕われ、ネットワークを築いた。のみならず、韓国 中国、インド そのほか アジア諸国の 広いネットワークを築いた。それらの数限りない人脈の支援を受けて、彼は 自己 政治的理念実現に向かった である。西郷隆盛の、 「命もいらず、名もいらず、官位もいらぬ人は、しまつに困 も なり」と述べた人物像を頭山に当てはめ ことができるであろう。　
頭山はたびたびの勧めにも拘らず、どのような職にも





























医師、看護師、教師、そして母親などである。頭山は海外人を含め多くの人々を愛し、友とした。そういう意味で、愛情・友愛の人と言うことができる。酒は全く飲まず、タバコも吸わなかったが、多くの 人や彼に師事する人、慕う人が周囲に集まった。彼は、政治的価値に生きるタイプ はあったが、むしろ権力よりも愛に傾いた珍しいタイプではなかろうか。 た いわゆる真理追求に生きる学者タイプではない 記憶力抜群で、若い頃学問した内容を終生覚えていた。成人してからも 学んで漢文の素養を磨いだ。その学問の仕方は、緻密・綿密かつ実証的に積み重ねるの なく、直観によ て真実を見極めるタイプであり、同じように、人物の真相を瞬間的に見極めた。　
頭山は、若い時仙人修行したが、晩年に至り、敬神の





































































































































































































































































































61）宮崎滔天 『三十三年の夢』 （岩波書店、 一九九九三年）
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